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目的 リンパ節転移検出における超音波検査の有用性を検証する 
データソース ５つのデータベース 
研究の選択 不明 
データ抽出 不明 

主な結果 

2003 年 12 月までの 12 論文中 6642 名の患者における 18610 回の触

診と超音波検査を比較した。超音波検査では触診に比べ有意に検出

率が高かった。超音波検査の陽性尤度比は 41.9、陰性尤度比は 0.024

であり、触診はそれぞれ 4.55、0.22 であった。 
 
 

結論 

触診に比べ正確であるので経過観察に超音波検査を行うべきであ

る。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目 

備考 
 

レビューワー氏名 八田尚人 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ I ） 
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